
自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
そ
の
生
涯
に
思
い
馳
せ
　
　       

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

畦
道
に
咲
く
彼
岸
花
秋
の
夕
暮
れ
　   

　
　
　
　
　   

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

挿
し
木
し
た
菊
の
蕾
そ
れ
ぞ
れ
の
色
香
育
む   

　
　 

生
　山
　渡
邊
　圭
子

草
に
埋
れ
て
背
の
び
し
た
吾
亦
紅
の
秋
日
和 

　
　
　
茶
　屋
　小
林
　道
子

独
り
に
は
広
す
ぎ
る
畑
の
畝
間
広
げ
て
い
る   
　
　 

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

疲
れ
た
心
癒
し
晩
秋
の
月
は
明
る
い
　
　
　
　        
茶
　屋
　木
山
　輝
子

凛
と
し
て
夜
空
に
君
臨
す
る
上
弦
の
月
　
　
　
　
　 

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

コ
ー
ヒ
ー
に
落
し
た
ミ
ル
ク
浮
く
一
人
の
朝
食        

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

会
っ
た
事
も
な
い
叔
父
の
名
前
を
な
ぞ
っ
て
み
た
忠
魂
碑  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

今
咲
く
訳
を
問
う
て
み
た
い
一
房
の
藤
の
花
　
　 

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

今
日
は
何
日
夫
と
朝
の
あ
い
さ
つ
　
　
　
　        

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

春
が
来
た
よ
と
玄
関
で
立
ち
舞
う
ツ
バ
メ
の
あ
い
さ
つ
廻
り 

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

小
畑
耕
し
身
に
合
っ
た
程
の
茄
子
や
胡
瓜
　
　        

茶
　屋
　木
山
　操
子

日
永
の
退
屈
か
ぼ
ち
ゃ
の
蔓
が
道
を
這
う
　
　     

茶
　屋
　小
林
　道
子

亡
き
人
偲
ぶ
箱
根
卯
木
の
紅
白
の
花
房
　
　
　
　
　 

生
　山
　渡
邊
　圭
子

緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ね
く
ね
登
り
山
の
上
に
私
の
家  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

い
た
だ
け
ば
　
味
わ
え
ば
食
え
ば
　
日
野
の
秋
　     

萩
　原
　岡
本
　健
三

崩
御
山
　
裾
野
群
れ
咲
く
　
彼
岸
花
　
　
　
　     

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

好
き
な
本
　
積
み
て
嬉
し
き
　
夜
長
か
な
　
　     

宮
　内
　田
邊
登
志
美

露
け
し
や
　
朝
の
汁
の
み
　
採
り
て
濡
れ
　
　
　  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

柿
た
わ
わ
　
老
い
て
楽
し
み
　
食
に
あ
り
　
　
　  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

運
動
会
　
童
心
に
も
ど
り
　
に
ぎ
や
か
に
　
　
　  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

柿
の
実
も
　
古
木
に
な
る
ほ
ど
　
味
が
よ
く
　
　  

　霞
　
　渡
邊
　文
照

秋
晴
れ
や
　
胴
に
お
ど
ろ
く
　
宮
参
り
　
　
　
　  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

秋
深
し
山
々
覆
い
た
る
朝
霧
を

　
　
　
　
溶
か
す
ご
と
く
に
朝
日
覗
き
ぬ

寒
き
日
に
冷
た
き
風
や
頬
を
撫
で

　
落
葉
踏
み
つ
つ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

上
石
見
　福
田
　輝
之

軒
先
で
北
風
揺
ら
す
干
柿
の

　
　
　
摩
訶
不
思
議
な
る
生
り
年
の
謎

湯
　河
　山
田
　司
郎

霧
の
朝
電
車
は
走
る
ガ
タ
ゴ
ト
と

　
　
　
　
　
姿
見
せ
ね
ど
音
の
み
聞
こ
ゆ

病
棟
の
検
査
入
院
小
窓
よ
り

　
　
　
　
　
望
む
太
陽
真
赤
に
燃
ゆ
る

下
石
見
　浅
川
　三
郎

エ
イ
ヤ
ア
ー
で
投
稿
し
ろ
よ
君
の
云
う

　
　
　
　
今
日
は
私
の
短
歌
記
念
日

下
石
見
　佐
伯
　美
鈴

豊
穣
の
静
か
な
る
里
黄
昏
し

　
　
　
　
　
銀
杏
霊
樹
黄
金
に
染
ま
る

阿
毘
縁
　木
村
　民
子
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る

手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、

手
話
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
日

南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の

ペ
ー
ス
で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

・
　４
日（
日
）・
18
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)「手話表現には、色々な表現方法があります。」

12
月
の
日
程

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

日　下　芙佐江　　 83歳　　　 三　栄

原　　　 　　 98歳　　　 三　栄

須　田　伊久夫　　 91歳　　　 多　里

小　谷　久　已　　 87歳　　　 神戸上

久　代　重　男　　103歳　　　 　霞

伊　田　忠　 　　 91歳　　　 神戸上

原　　　富　一　　 81歳　　　 三　栄

富　田　　　徹　　 86歳　　　 阿毘縁

（令和４年10月16日～令和４年11月15日受付分）

令和４年10月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,913（ −  9）  ■人 口  4,167（ − 22）
■    男 1,973（ − 13）  ■　  女  2,194（ −  4）

人差し指で歯を
指差し左へ引く

人差し指で唇を
指差し右へ引く

「
紅
白
」

両手の指を広げ
手の甲を前に向
け交互に上下に
動かす

両手の指先が向か
いあうように胸の
前に置き両手を同
時に上下する

「
映
画
」

「
テ
レ
ビ
」

な

＋

（赤） （白）

弃辛

拜邦


